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発行日 2021 年 7 月 1 日
編集・発行 公益財団法人千里文化財団

「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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巡回展の
ご案内  

【島根県立古代出雲歴史博物館 特別展】

子ども／おもちゃの博覧会 
会　期：2021年7月2日（金）～ 8月22日（日） ※7/27（火）、8/17（火）は休館日
会　場：島根県立古代出雲歴史博物館 特別展示室　
観覧料：一般1,000円、大学生500円、小中高生300円 
　　　　　※特別展の観覧料です。常設展とのセット券（一般1,310円）もございます。

主　催：島根県立古代出雲歴史博物館（島根県出雲市）　　共　催：国立民族学博物館

2019年春にみんぱくで開催された特別展が、このたび島根県にまいります！
日本において、おもちゃは江戸時代から商品として生産されはじめ、明治時代には海外から近
代的な素材や技術、考え方が紹介され大きな変化を遂げました。その後も、戦争や高度経済
成長期におけるマスメディアの普及など、おもちゃは世相を反映して変化を続けてきました。み
んぱくの所蔵資料を中心に、江戸時代から昭和にかけての日本のおもちゃの歴史を紹介する
とともに、社会と子どもたちの関係について考えます。ぜひ会場に足をお運びください。

感染症対策の影響等により急遽予定を変更する場合があります。
最新の情報は島根県立古代出雲歴史博物館のホームページをご確認ください。

https://www.izm.ed.jp

　みんぱくの展示場に設置されている「デジタル触地図（国立民族学博物館触知案内板）」を
ご存知でしょうか。タッチパネルディスプレイ上に設置したフィンガーガイドと音声案内との連動
によって、館内の位置情報や展示案内を触覚と聴覚から得ることができる展示場の案内板で
す。このたび、デジタル触地図がUNIVERSAL DESIGN competition 2021（ドイツ）におい
て、 UNIVERSAL DESIGN expert 2021（専門家賞）、UNIVERSAL DESIGN consumer 
2021（消費者賞）をダブル受賞しました。2020年度グッドデザイン賞、IAUD国際デザイン賞
2020銀賞（公共空間デザイン部門）に続く３回目の受賞です！
　デジタル触地図は、みんぱくの「来館者視点からの情報化」をテーマにしたプロジェクトから
生まれました。既設の館内案内板のデザインを踏襲したタッチパネルディスプレイと、透明アクリ
ル製のフィンガーガイ
ドを採用することで、
視覚に障がいのある
人の「ための」デザイ
ンではなく、より多く
の人が「ともに」利用
できるデザインを目指
して開発。今後は、他
の博物館園への公
開と普及にも取り組
む予定です。

デジタル触地図が受賞しました！ 
回目！３
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し
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立
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族
学
博
物
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み
ん
ぱ
く
）は
、緊
急
事
態
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言
の
発
出
を
受
け
、四
月
二
五
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日
）よ
り
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館
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て
お
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し
た
が
、六
月
二
四
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木
）に
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館
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。

な
お
、左
記
に
つ
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て
は
、引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
図
書
室
の
一
般
利
用
は
中
止
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
催
し
物
に
は
開
催
方
法
の
変
更
、も
し
く
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
・
団
体
見
学
、団
体
予
約
は
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、随
時
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

デジタル触地図（左）とその触知案内画面（右）。本館展示には3台が設置さ
れ運用されています（写真提供：国立民族学博物館）
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本紙掲載の情報は、2021年 6 月18 日時点で決定している内容です。新型コロナウイルス感染症の影響等により、急遽、
予定を変更する場合があります。最新情報は、みんぱくならびに友の会のホームページをご確認ください。

みんぱくゼミナール　会員先行予約のご案内
みんぱくゼミナールには維持会員、正会員、家族会員のみなさまを対象に先行予約がございます。
会員先行予約は該当期間中に事務局までご連絡ください。会員先行予約が定員に達した場合は一般受付をご利用ください。

お う ち で 楽 し む ! オンラインコンテンツのご紹介
みんぱくと友の会では、ご自宅でも楽しんでいただけるコンテンツを用意しています。
博物館でも、おうちでも！ みんぱくがもっと楽しくなるオンラインコンテンツをぜひご利用ください。

オンラインレクチャー （友の会のホームページで公開中）
みんぱくの研究者によるミニレクチャー動画を公開しています。
最新番組の話者は川瀬慈先生。７月の公開を予定しています！

【公開中の番組】
・�なぜ古代文明の建物は大きいのか　　南米アンデス文明からの視点　
（話者：関雄二）� �
・感染症と文明　　現下のコロナ渦に思う�（話者：𠮷田憲司）　�� 　　��
・��梅棹忠夫生誕100年記念企画展「知的生産のフロンティア」に寄せて
��（話者：中牧弘允）

　 https://www.senri-f.or.jp/category/events/online/

おうちでみんぱく （みんぱくのホームページで公開中）
・ バーチャルミュージアム� � � � 　　　
パノラマムービーでくまなく撮影した展示場の様子を、パソコン等のモニ
ター上でさまざまな角度から見ることができます。

・ ワークシート� � � � � 　　�
展示を見学するヒントがつまったシートです。バーチャルミュージアムと
あわせてお楽しみください。

・ みんぱくYouTube公式チャンネル� � � �
施設案内や研究者による展示の解説動画を公開しています。

　 https://www.minpaku.ac.jp/teacher/school/ouchi

　

感染予防に
ご協力
ください

博物館の感染症対策、それに伴う来館者のみなさまへのお願いをみんぱくホームページのトップページで公開しています。
当面のご来館に際してはオンラインでの事前予約をおすすめしていますが、友の会会員は入館予約が不要です。ご入館の際
は1階入館受付で会員証をご提示ください。同行者が非会員の場合はオンラインでの入館予約をおすすめください。スムー
ズにご入館いただけます。なお、催しの参加予約をされている方も入館予約は不要です。

催しの詳細、オンライン予約については、みんぱくホームページ内の
催しのご案内ページをご確認ください。

https://www.minpaku.ac.jp/event

◎参加無料。会場参加の方には入場整理券を当日11時から本館2階講堂前にて配布します。

申込方法 ■一般受付
　該当期間中に下記いずれかの方法でお申し込みください。
　申込先着順／本人を含む2名まで
　・オンライン予約　みんぱくホームページのイベント予約サイトよりお申し込みください。
　・当日参加受付（会場参加のみ）　11時から本館2階講堂前にて受け付けます。　　　

■友の会電話先行受付（会場参加のみ）
　該当期間中に友の会事務局までお申し込みください。 
　申込先着順／本人を含む2名まで
　【申込先】 千里文化財団友の会事務局　
���電話 06-6877-8893 （9時～17時、土日祝を除く）

第511回

人はなぜ共に歌うのか？ 
――�インド北東部ナガの　　　　　　　
伝統ポリフォニーの事例から

講師　 岡田 恵美（民博准教授）
日時　７月1７日（土）
　　　13：30～15：00
参加方法　 オンライン（ライブ配信）での聴講　　　

（定員300名）

申込期間

■友の会電話先行受付（会場参加のみ、定員30名）
　対象：維持会員、正会員、家族会員
　※受付期間は終了しました。

■一般受付
　・オンライン予約
　期間：7月14日（水） まで

第512回

規則的配色が
つくりだす宗教空間
――�敦煌莫高窟の千仏壁画�
講師　 末森 薫（民博助教）
日時　８月21日（土）
　　　13：30～15：00（開場13：00）
参加方法　 ①国立民族学博物館 講堂での聴講　　

　（定員160名）�　　　　　　　　　　
② オンライン（ライブ配信）での聴講　
　（定員300名）����                   　　　

申込期間

■友の会電話先行受付（会場参加のみ、定員30名）
　対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：7月12日（月）～7月16日（金）
■一般受付
　・オンライン予約
　期間：7月19日（月）～８月18日（水）
　・当日参加受付�（会場参加のみ、定員30名）

申込期間

■ 友の会電話先行受付（会場参加のみ、定員30名）　
　対象：維持会員、正会員、家族会員
　期間：8月16日（月）～８月20日（金）
■一般受付
　・オンライン予約
　期間：8月23日（月）～9月15日（水）
　・当日参加受付�（会場参加のみ、定員30名）

第513回
【特別展「ユニバーサル・ミュージアム
―さわる！“触”の大博覧会」関連】

健常者とは誰か
――�琵琶なし芳一の話
講師　 広瀬 浩二郎（民博准教授）
日時　9月18日（土）
　　　13：30～15：00（開場13：00）
参加方法　 ①国立民族学博物館 講堂での聴講　　

　（定員160名）�　　　　　　　　　　
②オンライン（ライブ配信）での聴講　　    
　（定員300名）��                    　　　

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
本講演会は、オンライン配信のみでの開催となります。
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7月・8月のイベントスケジュール

●�友の会講演会【要予約】　　　　　　　　　　　
7/3（土）末森薫（★）、8/7（土）白川千尋（＊）

●�みんぱくゼミナール【要予約】　　　　　　　　
7/17（土）岡田恵美（★）、8/21（土）末森薫（＊）

●�みんぱくウィークエンド・サロン　　　　　　　
8/22（日）奈良雅史、8/29（日）宇田川妙子

●その他の催し【要予約】� � �
8/7（土）みんぱく夏休みこどもワークショップ

	「ドンドン・クンタクン！ダンボール太鼓で韓国の
リズムを叩こう！」（★）

◆都合によりスケジュールを変更する場合があります。	
◆	予約の必要な催し、すでに満席になっている催しがござ
います。また、会場とオンライン配信の併用（＊印）、も
しくはオンライン配信のみ（★印）で実施する催しもご
ざいます。詳細はみんぱくならびに友の会のホームぺー
ジをご確認ください。
◆イベントの参加には必ず会員証をご持参ください。

友の会機関誌『季刊民族学』177号
2021年7月31日	発行予定

国立民族学博物館の第2代館長 佐々木高明は、焼畑
研究の第一人者、照葉樹林文化論の提唱者のひと
りとして知られている。1958〜60年に「最後の焼
畑」を調査するために熊本県の五木村を訪問、そ
の後、国内外で焼畑の調査研究を進め、『日本の
焼畑』『稲作以前』など、独自の日本文化形成論
へと発展させた。焼畑とは人類にとってどのよう
な営みか、日本における焼畑のはじまり、世界の
焼畑の現在、焼畑の今日的意義などを、佐々木の
焼畑研究の原点の地、五木村から発信する。

特集 焼畑と現代文明
　　  佐 木々高明の焼畑農耕論を超えて

会員以外の方も、みんぱくミュージアム・ショップでお求め
いただけます［2,750円（税込）＋郵送の場合発送手数料］。

友の会講演会のご案内

第514回 オンライン配信で開催します

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
本講演会は、オンライン配信のみでの開催となります。

講　師：�末森�薫（民博助教）
日　時：�7月3日（土）13：30～14：40
参加方法：�オンライン（ライブ配信）での参加

河西回廊の石窟寺院と美術

https://www.senri-f.or.jp/514tomo/受付フォーム

・館内での聴講について
	国立民族学博物館	第5セミナー室で開催します（定員40名）。
	※	当日、メイン会場が満席の場合は中継会場（第3セミナー室／定員17名）にご案内します。
・�オンラインでの聴講について
	オンラインでのライブ配信もおこなっています（定員100名）。	 																			
	※	著作権の都合で配信をおこなわない月もあります。

事前申込先着順です。友の会ホームページ内の受付フォームをご利用ください。

ご参加は下記の会員種別のみなさまが対象です。
維持会員、正会員、家族会員、ミュージアム会員、キャンパスメンバーズ、
特別フリーパスをお持ちの方

7月はオンライン配信限定で開催します。
8月と9月は、会場とオンライン配信いずれかで参加方法を
お選びいただけます。

第515回 参加方法をお選びください（会場もしくはオンライン）

https://www.senri-f.or.jp/515tomo/受付フォーム

呪術とは、科学的な理解を超えた存在や力に働きかけることで、特定の目的を達成し
ようとする行為や知識を指します。占いや厄払いなど私たちの身近にも珍しくありませ
んが、今回の講演会では南太平洋のヴァヌアツ共和国の邪術（不幸にかかわる呪術）
を取り上げます。また、邪術や呪術をめぐる文化人類学者の理解のあり方についても
考えます。

講　師：�白川�千尋（大阪大学教授）
日　時：�8月7日（土）13：30～14：40（開場13:00）�
参加方法：��①第5セミナー室での参加� �������������　　　　　� 　　　�����

②オンライン（ライブ配信）での参加

呪術を理解する
―ヴァヌアツの邪術をめぐって

第516回 参加方法をお選びください（会場もしくはオンライン）

https://www.senri-f.or.jp/516tomo/受付フォーム

身近な人を亡くす経験は、生きているうえでどうしても避けられないことのひとつです。
さまざまな死の形があるなかで、その解釈も向き合い方も異なってきます。今回の講
演では、中東の国イラン・イスラーム共和国における死をめぐる解釈について、特に「英
霊」とされた人びとへの弔いに目を向けながら探っていきます。

講　師：�黒田�賢治（民博特任助教）
日　時：�９月４日（土）13：30～14：40（開場13:00）�
参加方法：��①第5セミナー室での参加� �������������　　　　　� 　　　�����

②オンライン（ライブ配信）での参加

金曜日には墓地で会いましょう
―イランにおける死の多義性と『英霊」
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友
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す
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無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
和
食
文
化
学
会
が
設

立
し
ま
し
た
。

み
ん
ぱ
く
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
食
」
の

研
究
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
世
界

的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
や

S
D
G
s
に
も
、
食
は
さ
ま
ざ
ま
に
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解

決
や
目
標
達
成
の
た
め
に
も
、「
食
」
の

総
合
的
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本紙掲載の情報は、2021年6月18日時点で決定している内容です。新型コロナウイルス感染症の影響等により急遽予定を変更する可能性があります。

一
八
四
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ

た
鍵
盤
楽
器
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
。
一
九
世
紀

後
半
よ
り
、
西
欧
で
は
圧
縮
型
鞴ふ
い
ごの

ハ
ル

モ
ニ
ウ
ム
産
業
が
、
米
国
や
ア
ジ
ア
で
は

吸
入
型
鞴
の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
産
業
が
興

隆
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
一
九
世
紀
後
半

以
降
の
日
本
の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
産
業
と

イ
ン
ド
の
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
産
業
に
着
目
し
、

楽
器
改
良
や
楽
器
の
受
容
に
伴
う
音
楽

文
化
の
再
編
と
い
う
角
度
か
ら
紹
介
し

ま
し
た
。

日
本
で
鍵
盤
楽
器
が
広
く
普
及
し
た

要
因
に
は
、
明
治
期
に
西
洋
音
楽
教
育

が
導
入
さ
れ
る
な
か
で
、
当
時
「
風
琴
」

と
よ
ば
れ
た
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
が
学
校
教

育
の
教
具
と
な
り
、
そ
の
産
業
が
興
隆
し

た
歴
史
的
背
景
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
で
は
西
洋
音
楽
を
奏
で
る
洋
楽

器
と
し
て
受
容
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
イ
ン
ド
で
は
、
同
時
期
に
ハ
ル
モ

ニ
ウ
ム
の
国
産
製
作
が
進
行
し
、
イ
ン
ド

の
演
奏
様
式
に
適
し
た
楽
器
改
良
を
重

ね
、
楽
器
だ
け
を
既
存
の
イ
ン
ド
音
楽

文
化
に
組
み
込
む
、
い
わ
ば
グ
ロ
ー
カ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
型
の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
営
ラ
ジ
オ
放
送
局
で

の
三
〇
年
間
を
超
え
る
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
の

使
用
禁
止
や
そ
の
採
用
を
め
ぐ
る
論
争

は
、
音
高
が
固
定
さ
れ
た
鍵
盤
楽
器
と

い
う
特
性
ゆ
え
に
、
微
分
音
や
イ
ン
ド
音

楽
に
不
可
欠
な
装
飾
音
が
表
現
で
き
な

い
と
い
う
欠
点
を
顕
著
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
同
時
に
、
イ
ン
ド
独
特
の
楽
器
観
、

「
イ
ン
ド
の
音
楽
に
採
用
さ
れ
る
楽
器
は

こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
規

範
を
再
認
識
さ
せ
る
契
機
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド
音
楽
の
核
と
な

る
「
歌
唱
の
よ
う
な
表
現
法
」
を
「
い
か

に
楽
器
で
具
現
化
す
る
か
」
を
軸
に
奏
法

改
良
や
楽
器
改
良
が
進
展
し
、
ハ
ル
モ
ニ

ウ
ム
は
今
日
で
は
イ
ン
ド
の
様
々
な
芸
能

や
音
楽
で
汎
用
さ
れ
、
長
い
年
月
を
か
け

て
市
民
権
を
得
た
楽
器
と
な
り
ま
し
た
。
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   友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。  

■
第
5
1
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回
■
2
0
2
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年
5
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1
日（
土
）　
※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催

ア
ジ
ア
鍵
盤
楽
器
考

―
楽
器
の
受
容
に
み
る
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
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）

食の総合的研究を目指す立命館大学食マネジメント学部
のライブラリーギャラリー

インドのリード系鍵盤楽器ハルモニウム


